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（百万円未満切捨て） 

１．平成28年３月期第１四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年６月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 売  上  高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰
属する四半期純

利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第１四半期 4,900 10.0 224 △22.9 273 △18.0 181 △11.6
27年３月期第１四半期 4,452 30.5 290 44.1 333 34.9 205 71.6

（注）包括利益  28年３月期第１四半期  178百万円（△12.0％）  26年３月期第１四半期  202百万円（69.1％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
 円  銭 円  銭

28年３月期第１四半期 24.49 －
27年３月期第１四半期 27.66 －
（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。 
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

28年３月期第１四半期 11,340 3,491 30.6 
27年３月期 11,521 3,452 29.7 

（参考）自己資本    28年３月期第１四半期  3,467百万円  27年３月期  3,423百万円 

 
２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１ 
四半期末 

第２ 
四半期末 

第３ 
四半期末 

期  末 合  計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

27年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
28年３月期 －  
28年３月期(予想)  0.00 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 
 
３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する当期

純利益 

１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

第2四半期(累計) 10,297 12.7 576 △3.9 669 △3.1 394 △3.1 53.14

通      期 22,576 17.4 1,581 24.6 1,779 19.1 1,076 18.7 145.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：無 
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※ 注記事項 
 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：無 

  
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 

 （注）詳細は、添付資料Ｐ.４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
    （１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 
  
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 
②  ①以外の会計方針の変更 ：無 
③  会計上の見積りの変更 ：無 
④  修正再表示 ：無 

 （注）詳細は、添付資料Ｐ.４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
    （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 28年３月期１Ｑ 7,427,850株 27年３月期 7,427,850株
②  期末自己株式数 28年３月期１Ｑ 75,185株 27年３月期 185株
③  期中平均株式数(四半期累計) 28年３月期１Ｑ 7,414,726株 27年３月期１Ｑ 7,427,665株

  
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能
性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
添付資料Ｐ.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 
 



 

 

○目  次 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報    ・・・・・・・・・・・・・ 2 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・ 2 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・ 3 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・ 3 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項・・・・・・・・・・・・ 4 

(1)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用・・・・・ 4 

(2)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示・・・・ 4 

３．四半期連結財務諸表                ・・・・・・・・・・・・・ 5 

(1)  四半期連結貸借対照表          ・・・・・・・・・・・・・ 5 

(2)  四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書・・・・ 7 

     四半期連結損益計算書 

     第１四半期連結累計期間        ・・・・・・・・・・・・・ 7 

     四半期連結包括利益計算書 

     第１四半期連結累計期間        ・・・・・・・・・・・・・ 8 

(3)  四半期連結財務諸表に関する注記    ・・・・・・・・・・・ 9 

     (継続企業の前提に関する注記事項)    ・・・・・・・・・・ 9 

     (株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)    ・・・ 9 

     (セグメント情報)    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

     (重要な後発事象)    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

株式会社エー・ピーカンパニー　(3175)　平成28年3月期　第1四半期決算短信

－ 1 －



 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による金融政策や経済政策等の効果に

より、企業収益や雇用情勢の改善がみられる等、全体として回復基調にて推移してまいりまし

た。 

国内の外食産業においては、引き続き円安進行に伴う原材料価格の高騰や人手不足による人件

費の上昇など、依然として厳しい経営環境が続いております。 

このような環境の中、当社グループにおきましては消費環境の変化が見込まれることに対応

し、人材強化を継続的に行っており、付加価値の高い商品の開発や販売におけるサービスの更な

る強化に取り組んでおります。「日本の食のあるべき姿を追求する」というグループ共通のミッ

ションのもと、優秀な人材の確保及び教育、生産地の開拓及び生産者との継続的な深い関わりに

よる商品力の強化、日本全国の大都市圏を中心とした新規出店を継続的に行ってまいりました。 

また、外食事業以外の食産業への進出も図っております。その一環として宅配弁当事業が順調

に拡大してきたため、平成27年７月１日に当該事業を行う子会社、㈱塚田農場プラスを新設しま

した。 

以上の結果、第１四半期連結累計期間における売上高は4,900百万円（前年同期比10.0％

増）、営業利益は224百万円（前年同期比22.9％減）、経常利益は273百万円（前年同期比18.0％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は181百万円（前年同期比11.6％減）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

①生産流通事業 

生産流通事業では、「生販直結モデル」の一部として、地鶏、鮮魚、青果物などの生産及び

流通事業を行っております。 

「塚田農場」ブランド店舗の店舗数増加により、地鶏の生産量の増加及び取扱い青果物の増

加傾向が続いており、生産流通事業の売上高が順調に推移する要因となっております。利益に

ついては、主に子会社カゴシマバンズにおける鹿児島県の生産事業が立ち上げ途中のためコス

ト増となっており、利益を押し下げております。全般的には、円安進行や天候不順の影響で、

食産業全般において仕入価格の高騰が事業課題になっておりますが、当社グループにおいては

主要食材を当社グループ会社や安定した契約農家などから調達を行っているため、これら課題

に対して大きな影響は受けておりません。今後も安定的な食材及び飲料の生産や調達を行える

よう事業拡大を行っていく計画です。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は797百万円（前年同期比12.3％

増）、セグメント利益は 41百万円（前年同期比25.5％減）となりました。 

 

②販売事業 

販売事業では、「生販直結モデル」の一部として、主に外食店舗を運営しております。 

当第１四半期連結累計期間の全店舗の売上が、前年同期比109.3％となりました。これは前

期に「塚田農場」ブランド店舗を中心に外食店舗の出店を行い、全店舗数が20店舗純増してい

ることが要因です。 

当四半期連結累計期間において、新規出店は１店舗で、当期末時点で直営店舗数は152店舗

となりました。ただし、当期初に店舗開発人員の強化を行っており、当第２四半期以降に出店

数は増加していく見込みです。このため第１四半期はこの準備コストが増加していることと、

2016年度新卒採用の活動期間が第１四半期に集中しているため前年同期比でコスト増となり前
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期より利益が減少する要因となっております。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は4,634百万円（前年同期比10.5％

増）、セグメント利益は 185百万円（前年同期比22.1％減）となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は11,340百万円（前連結会計年度比180百万円の

減少）となりました。これは主に現金及び預金の減少と、法人税等の支払によるものです。 

 

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は3,491百万円（前連結会計年度比38百万円の増

加）となりました。これは主に自己株式の取得140百万円による純資産の減少と、四半期純利益

181百万円によるものです。 

 

（自己資本比率） 

当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は30.6％（前連結会計年度比0.9ポイント

増）となりました。これは主に親会社等に帰属する四半期純利益181百万円より自己資本が増加

したことによるものです。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成27年５月12日に公表しました平成28年３月期の連結業績予想につきましては、経営環境に

大きな変化はなく順調に推移しており変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(2)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。

以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適

用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計

上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしま

した。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計

処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株

主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、

前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表

の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当

第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,269,863 3,985,182

売掛金 587,876 518,333

たな卸資産 683,450 686,192

繰延税金資産 122,431 121,454

その他 335,009 301,995

貸倒引当金 △3,205 △3,205

流動資産合計 5,995,426 5,609,952

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,088,479 4,172,858

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,194,464 △1,289,170

建物及び構築物（純額） 2,894,014 2,883,687

工具、器具及び備品 1,569,836 1,612,077

減価償却累計額及び減損損失累計額 △901,997 △957,696

工具、器具及び備品（純額） 667,839 654,381

リース資産 71,158 71,158

減価償却累計額及び減損損失累計額 △70,505 △70,892

リース資産（純額） 653 266

その他 352,200 453,048

減価償却累計額及び減損損失累計額 △151,632 △154,065

その他（純額） 200,568 298,982

有形固定資産合計 3,763,076 3,837,317

無形固定資産

のれん 71,808 67,703

ソフトウエア 7,922 7,345

その他 1,509 2,379

無形固定資産合計 81,241 77,428

投資その他の資産

投資有価証券 20,000 20,000

敷金及び保証金 1,453,825 1,550,354

長期貸付金 12,380 12,380

長期前払費用 114,836 152,321

繰延税金資産 57,935 57,935

その他 25,832 26,020

貸倒引当金 △3,009 △3,009

投資その他の資産合計 1,681,801 1,816,002

固定資産合計 5,526,119 5,730,748

資産合計 11,521,546 11,340,700
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 735,079 681,910

1年内償還予定の社債 227,000 227,000

1年内返済予定の長期借入金 1,218,808 1,309,708

リース債務 686 279

未払金 167,067 132,392

未払費用 797,445 805,442

未払法人税等 238,513 112,657

その他 621,049 403,014

流動負債合計 4,005,649 3,672,404

固定負債

社債 364,500 334,500

長期借入金 3,445,237 3,590,797

繰延税金負債 21,364 21,364

その他 231,918 229,925

固定負債合計 4,063,021 4,176,587

負債合計 8,068,670 7,848,992

純資産の部

株主資本

資本金 495,517 495,517

資本剰余金 475,517 475,517

利益剰余金 2,452,771 2,634,345

自己株式 △287 △140,697

株主資本合計 3,423,519 3,464,683

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △104 2,400

その他の包括利益累計額合計 △104 2,400

新株予約権 2,806 2,806

非支配株主持分 26,655 21,818

純資産合計 3,452,875 3,491,708

負債純資産合計 11,521,546 11,340,700
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 4,452,921 4,900,356

売上原価 1,352,927 1,473,098

売上総利益 3,099,994 3,427,257

販売費及び一般管理費 2,809,283 3,203,232

営業利益 290,710 224,025

営業外収益

受取利息及び配当金 71 197

協賛金収入 52,871 52,919

その他 9,215 18,343

営業外収益合計 62,159 71,459

営業外費用

支払利息 15,342 13,609

その他 3,561 8,115

営業外費用合計 18,903 21,724

経常利益 333,965 273,760

特別利益

固定資産売却益 － 587

特別利益合計 － 587

特別損失

固定資産除却損 － 439

特別損失合計 － 439

税金等調整前四半期純利益 333,965 273,908

法人税、住民税及び事業税 131,875 96,991

法人税等調整額 △705 977

法人税等合計 131,170 97,968

四半期純利益 202,795 175,939

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,677 △5,634

親会社株主に帰属する四半期純利益 205,473 181,574
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 202,795 175,939

その他の包括利益

為替換算調整勘定 10 2,505

その他の包括利益合計 10 2,505

四半期包括利益 202,805 178,445

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 205,483 184,079

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,677 △5,634
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(3) 【四半期連結財務諸表に関する注記事項】 

（継続企業の前提に関する注記事項） 

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

自己株式の取得 

 当社は、当第１四半期連結累計期間において、平成27年５月28日開催の取締役会決議に基づき、

自己株式75,000株、140百万円取得いたしました。 

 この結果、自己株式が140百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末における自己株式は75,185

株、140百万円となっております。 
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（セグメント情報） 

前第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

四半期連結財務
諸表計上額 
(注)２ 生産流通事業 販売事業 合計 

売上高   

  外部顧客への売上高 263,852 4,189,069 4,452,921 － 4,452,921

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

446,567 5,100 451,667 △451,667 －

計 710,419 4,194,169 4,904,588 △451,667 4,452,921

セグメント利益 55,810 238,466 294,277 △3,566 290,710

(注) １  セグメント利益の調整額は、連結上ののれんの償却額△246千円及びたな卸資産の調整額△3,320千円で

あります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

当第１四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

四半期連結財務
諸表計上額 
(注)２ 生産流通事業 販売事業 合計 

売上高   

  外部顧客への売上高 271,378 4,628,977 4,900,356 － 4,900,356

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

526,382 6,000 532,382 △532,382 －

計 797,761 4,634,977 5,432,739 △532,382 4,900,356

セグメント利益 41,593 185,739 227,332 △3,307 224,025

(注) １  セグメント利益の調整額は、連結上ののれんの償却額△4,104千円及びたな卸資産の調整額797千円であ

ります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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